
ロッドレス形

φ12・φ16・φ20・φ25

SRG3
高精度ガイド付   スーパーロッドレスシリンダ

C O N T E N T S

スーパーロッドレスシリンダの内
径サイズφ12～φ25に一軸の高
精度リニアガイドを一体的に取り
付けた高精度ガイド付ロッドレス
シリンダです。小物部品の高精度
搬送に最適です。

概   要

シリーズ体系表� 1646
バリエーション・オプション組合せ可否表� 1648

● 複動形(SRG3) � 1650 

機種選定ガイド� 1662
技術資料� 1667
    使用上の注意事項� 1670

コンパクトに高精度を実現
スーパーロッドレスシリンダ
（SRL3）の側面に、一軸の高精
度ガイドを取り付け一体化した
ことで、ガイド付ロッドレスシ
リンダとしての小型化を実現。
装置の小型化を実現します。

SRL3と同様の薄型設計が可
能
当社独自の偏平ロッドレスシリ
ンダ構造により、テーブルの位
置が極めて低く、装置の薄型設
計が可能となります。
また、SRL3 を基本としている
ので、ストロークの長さの取り
合い寸法に互換性があり、設計
変更も容易に行えます。

集中ポート
シリンダの設置場所に応じて、
集中ポート（一方向配管）、標
準ポート（両側配管）が自由に
選択可能。
装置をコンパクトにできます。

特   長
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シリンダスイッチT2YH、T2YV、T3YH、T3YVは、
2023年12月末に生産終了予定です。



バリエーション 形番

JIS記号

チューブ内径

（mm）

標準ストローク   (mm)

最
小
ス
ト
ロ
ー
ク

最
大
ス
ト
ロ
ー
ク

中
間
ス
ト
ロ
ー
ク

取付形式 クッション オプション

ス
イ
ッ
チ

記
載
ペ
ー
ジ

基
本
形

軸
方
向
フ
ー
ト
形

軸
方
向
フ
ー
ト
形

ク
ッ
シ
ョ
ン
な
し

両
側
ク
ッ
シ
ョ
ン
付

R
側
ク
ッ
シ
ョ
ン
付

L
側
ク
ッ
シ
ョ
ン
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
両
側
シ
ョ
ッ
ク
キ
ラ
ー
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
R
側
シ
ョ
ッ
ク
キ
ラ
ー
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
L
側
シ
ョ
ッ
ク
キ
ラ
ー
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
金
具
後
付
け
タ
イ
プ

テ
ー
ブ
ル
取
付
ね
じ
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ

200 300 400 500 600 700 800 900 1000 00 LB LB1 N B R L A A1 A2 A3 H

複動形 SRG3 φ12相当

1

450

1 1650φ16相当・φ20相当 800

φ25相当 1000

体系表

（mm）

高精度ガイド付
スーパーロッドレスシリンダ

SRG3 シリーズ
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SRG3 Series
体系表

バリエーション 形番

JIS記号

チューブ内径

（mm）

標準ストローク   (mm)

最
小
ス
ト
ロ
ー
ク

最
大
ス
ト
ロ
ー
ク

中
間
ス
ト
ロ
ー
ク

取付形式 クッション オプション

ス
イ
ッ
チ

記
載
ペ
ー
ジ

基
本
形

軸
方
向
フ
ー
ト
形

軸
方
向
フ
ー
ト
形

ク
ッ
シ
ョ
ン
な
し

両
側
ク
ッ
シ
ョ
ン
付

R
側
ク
ッ
シ
ョ
ン
付

L
側
ク
ッ
シ
ョ
ン
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
両
側
シ
ョ
ッ
ク
キ
ラ
ー
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
R
側
シ
ョ
ッ
ク
キ
ラ
ー
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
L
側
シ
ョ
ッ
ク
キ
ラ
ー
付

全
ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
金
具
後
付
け
タ
イ
プ

テ
ー
ブ
ル
取
付
ね
じ
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ

200 300 400 500 600 700 800 900 1000 00 LB LB1 N B R L A A1 A2 A3 H

複動形 SRG3 φ12相当

1

450

1 1650φ16相当・φ20相当 800

φ25相当 1000

（mm）（mm毎）

●：標準、◎：準標準、   ：製作不可
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HA1D

※上表の左→右の
順に記入

機種形番

M0H20000 B20SRG3

〈形番表示例〉

バリエーションとオプション項目との組合せ可否表
◎印：オプション
○印：製作可（受注生産品）
△印：条件により製作可（相談ください）
×印：製作不可

区

分

区分
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

配管
ねじ オプション

複
動
基
本
形

Ｎ
Ｐ
Ｔ

G ス
ト
ロ
ー
ク
調
整   

両
側

ス
ト
ロ
ー
ク
調
整   

Ｒ
側

ス
ト
ロ
ー
ク
調
整   
L
側

ス
ト
ロ
ー
ク
調
整
金
具
後
付
用

テ
ー
ブ
ル
取
付
け
ね
じ
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ

ポ
ー
ト
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ー
ド
ル
位
置
指
定

ポ
ー
ト
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ー
ド
ル
位
置
指
定

ポ
ー
ト
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ー
ド
ル
位
置
指
定

ポ
ー
ト
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ー
ド
ル
位
置
指
定

ポ
ー
ト
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ー
ド
ル
位
置
指
定

記号 無 Ｎ Ｇ A A1 A2 A3 H R B T D S
バリエー
ション 複動基本形 無記号 ○ ○
配
管
ね
じ

NPT N × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｇ G ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オ
プ
シ
ョ
ン

ストローク調整   両側 A × × ×

ストローク調整   Ｒ側 A1 × ×

ストローク調整   L側 A2 ×

ストローク調整金具後付用 A3
テーブル取付けねじサイズアップ H
ポート・クッションニードル位置指定 R × × × ×

ポート・クッションニードル位置指定 B × × ×

ポート・クッションニードル位置指定 T × ×

ポート・クッションニードル位置指定 D ×

ポート・クッションニードル位置指定 S
付属品 シリンダスイッチ 別掲示 ○ ○

SRG3 Series

クッションニ

ストロークホ スイッチ
形番

ヘ

スイッチ数ト

オプションチ
取付
形式

イ

配管
ねじ
種類

ハ

チューブ
内径

ロ

●イ	取付形式	 ：基本形
●ロ	チューブ内径：φ20mm
●ハ	配管ねじ種類：Rcねじ
●ニ	クッション	 ：両側クッション付
●ホ	ストローク	 ：200mm
●ヘ	スイッチ形番：有接点MOHスイッチ、リード線1m
●ト	スイッチ数	 ：2個付
●チ	オプション	 ：全ストローク調整R側、ショックキラー付、テーブル取付ねじサイズアップ

機種形番：高精度ガイド付   スーパーロッドレスシリンダ
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MEMOMEMO
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高精度ガイド付   ス－パ－ロッドレスシリンダ

SRG3 Series
● チューブ内径：φ12・φ16・φ20・φ25相当

仕様

注1：集中ポート配管での使用ピストン速度は、ストロークにより変わりますので別途ご相談ください。

T形スイッチ取付数と最小ストローク（mm）

注：全ストローク調整付の場合、スイッチ付の最小ストロークは（   ）内となります。

スイッチ数 1 2 3 4 5 6
スイッチ形番 T※V T※H T※V T※H T※V T※H T※V T※H T※V T※H T※V T※Hチューブ内径(mm）

φ12相当 5 5 45 50（70） 85 100（120） 125 150（170） 165 200（220） 205 250（270）
φ16相当 5 5 45 50（70） 85 100（120） 125 150（170） 165 200（220） 205 250（270）
φ20相当 5 5 45 50（70） 85 100（120） 125 150（170） 165 200（220） 205 250（270）
φ25相当 10 10 45 50（70） 85 100（120） 125 150（170） 165 200（220） 205 250（270）

M形スイッチ取付数と最小ストローク（mm）

注：全ストローク調整付の場合、スイッチ付の最小ストロークは（   ）内となります。

スイッチ数 1 2 3 4 5 6
スイッチ形番 M※V M※H M※V M※H M※V M※H M※V M※H M※V M※H M※V M※Hチューブ内径(mm）

φ12相当 10 10 30 45（70） 60 90（120） 90 135（170） 120 180（220） 150 225（270）
φ16相当 10 10 30 45（70） 60 90（120） 90 135（170） 120 180（220） 150 225（270）
φ20相当 10 10 30 45（70） 60 90（120） 90 135（170） 120 180（220） 150 225（270）
φ25相当 10 10 30 45（70） 60 90（120） 90 135（170） 120 180（220） 150 225（270）

※中間ストロークは1mmピッチで製作可能です。

ストローク
チューブ内径（mm）標準ストローク（mm）最大ストローク（mm）最小ストローク（mm）

φ12相当 200、300、400 450

1
φ16相当 200、300、400、500

600、700、800
800

φ20相当

φ25相当
200・300・400
500・600・700
800・900・1000

1000

許容吸収エネルギー
チューブ内径

（mm）
クッション付 クッションなし ショックキラー付（初期設定値）

許容吸収エネルギー（J）クッションストローク（mm）許容吸収エネルギー（J） 吸収エネルギー（J） 有効ストローク（mm）
φ12相当 0.03 14.5 0.003 2.4 5.5
φ16相当 0.22 19.2 0.007 2.4 5.5
φ20相当 0.59 22.2 0.010 5.7 7
φ25相当 1.40 20.9 0.015 10 9

項目 SRG3（標準形・スイッチ付）
チューブ内径 φ12 φ16 φ20 φ25
作動方式 複動形
使用流体 圧縮空気
最高使用圧力	 MPa 0.7
最低使用圧力	 MPa 0.2 0.1
耐圧力	 MPa 1.05
周囲温度	 ℃ 5〜60
接続口径 M5 Rc1/8
ストローク許容差	 mm
使用ピストン速度	mm/s 50〜1000（注1）
繰返し停止精度	 mm ±0.05（ショックキラー付の場合）
クッション エアクッション

給   油 給油時はタービン油1種IS0 VG32を使用してください。
なお、給油開始後は、継続して給油してください。不要
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SRG3 Series
仕様

注1：スイッチの詳細仕様、外形寸法につきましては、巻末1ページをご参照ください。

スイッチ仕様（T形スイッチ）

● 交流磁界用

シリンダ質量

項目
無接点2線式 無接点3線式

M2V、M2H M2WV（２色表示式） M3H、M3V M3PH・M3PV（受注生産） M3WV
用途 プログラマブルコントローラ専用 プログラマブルコントローラ、リレー、IC回路、小形電磁弁用
出力方式 − NPN出力 PNP出力 NPN出力
電源電圧 − DC4.5〜28V DC10〜28V
負荷電圧 DC10〜30V DC30V以下
負荷電流 5〜20mA 100mA以下 100mA以下 100mA以下
表示灯 LED（ON時点灯） 赤色/緑色LED（ON時点灯） LED（ON時点灯） 黄色LED（ON点灯時） 赤色/緑色LED（ON点灯時）
漏れ電流 1mA以下 10μA以下 0.05mA以下 10μA以下
質量� g 1m：22   3m：57   5m：93

項目 無接点2線式 無接点3線式
T2YH・T2YV T2WH・T2WV T3YH・T3YV T3WH・T3WV

用途 プログラマブルコントローラ専用 プログラマブルコントローラ、リレー用
出力方式 − NPN出力 NPN出力
電源電圧 − DC10〜28V
負荷電圧 DC10〜30V DC24V±10％ DC30V以下
負荷電流 5〜20mA（注 3） 50mA以下

表示灯
赤色／緑色

LED
（ON時点灯）

赤色／緑色
LED

（ON時点灯）

赤色／緑色
LED

（ON時点灯）

赤色／緑色
LED

（ON時点灯）
漏れ電流 1mA以下 10μA以下
質量� g 1m：33   3m：87   5m：142 1m：18   3m：49   5m：80 1m：33   3m：87   5m：142 1m：18   3m：49   5m：80

項目
無接点2線式

T2YD、T2YDT　　　（注4）
用途 プログラマブルコントローラ専用
表示灯 赤色／緑色 LED（ON時点灯）
負荷電圧 DC24V±10％
負荷電流 5〜20mA
内部降下電圧 6V以下
漏れ電流 1.0mA以下
質量� g 1m：61   3m：166   5m：272

チューブ内径（mm）
ストローク 0mm時の質量 取付金具の質量 ストローク＝100mm

当たりの
加算質量

基本形
（00）

フート形 スイッチの質量（LB）（LB1） T形 M形
φ12相当 0.46 0.47 0.48 スイッチ仕様に

記載の質量を
ご参照ください。

0.005 0.001

0.23
φ16相当 0.61 0.62 0.64 0.28
φ20相当 0.96 0.98 1.02 0.33
φ25相当 1.73 1.83 1.83 0.52

項目
有接点2線式

M0V、M0H M5V、M5H
用途 プログラマブルコントローラ、リレー プログラマブルコントローラ、リレー、IC回路（表示灯なし）、直列接続用
電源電圧 − −
負荷電圧 DC12/24V AC110V DC24V以下 AC110V以下
負荷電流 5〜50mA 7〜20mA 50mA以下 20mA以下
表示灯 LED（ON 時点灯） 表示灯なし
漏れ電流 0mA
質量� g 1m：22   3m：57   5m：93

● 1色／2色表示式
スイッチ仕様（M形スイッチ）

● 2色表示式

単位：kg

注1：�スイッチの詳細仕様、外形寸法につきましては
巻末1ページをご参照ください。

注2：�コネクタ付スイッチなど上記掲載機種以外のス
イッチも用意しております。巻末1ページをご参
照ください。

注3：�負荷電流の最大値20ｍAは、25℃でのものです。ス
イッチ使用周囲温度が25℃より高い場合は、20ｍAよ
り低くなります。	  

（60℃のとき5〜10ｍAとなります。）
注4：�交流磁界用スイッチ（T2YD・T2YDT）は直流磁界環

境下では使用できません。
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SRG3 Series

機種：高精度ガイド付   スーパーロッドレスシリンダ
●イ	取付形式	 ：基本形
●ロ	チューブ内径：φ25mm
●ハ	配管ねじ種類：Rcねじ
●ニ	クッション	 ：両側クッション付
●ホ	ストローク	 ：200mm
●ヘ	スイッチ形番：有接点スイッチMOH
●ト	スイッチ数	 ：R側1個付
●チ	オプション	 ：全ストローク調整両側,ショックキラー付

SRG3-00-25B-200-M0H-R-A
〈形番表示例〉

注1：取付金具は製品に組付けて出荷します。
注2：スイッチ付の最小ストロークについては、

1650ページをご参照ください。
注3：シリンダに溶接スパッタがかかる環境では使用でき

ません。
T2YD、T2YDTを使用の際はご注意ください。

注4：●ヘスイッチ形番以外のスイッチもご用意して
おります。（受注生産）詳細については、巻末
1ページをご参照ください。

注5：ポート、クッションニードル位置指示記号について
は、外形寸法図参照してください。

注6：オプション記号“R”及び“T”の場合、取付形式“00”
もしくは“LB1”になります。

（オプション記号“R”及び“T”で取付形式“LB”は配
管できないため製作できません。）

注7：オプション記号“A3”は、全ストローク調整金具を
後付けするために取付用の板ナットを組み付けたオ
プションです。

注8：オプション記号“H”のねじサイズは、φ12、φ16は
M4、φ20はM5になります。

注9：ポート位置がDの場合、LB1は使用できません。
（φ25）

SRG3 B00 25 A200

SRG3 M0HB00 25 R A200
スイッチ付（スイッチ用磁石内蔵）

スイッチなし（スイッチ用磁石内蔵）
形番表示方法

クッションニ

取付形式
注1

イ

配管ねじ種類ハ

チューブ内径ロ

ストロークホ

スイッチ形番
注3・注4

ヘ

スイッチ数ト

オプション
注5、注6
注7、注8
注9

チ

記号 内   容
取付形式

00 基本形
LB 軸方向フート形

LB1 軸方向フート形

チューブ内径(mm)
12 φ12
16 φ16
20 φ20
25 φ25

配管ねじ種類
無記号 Rcねじ（φ12、φ16はM5）

N NPTねじ（φ20以上）（受注生産品）
G Gねじ（φ20以上）（受注生産品）

クッション
B 両側クッション付
R R側クッション付
L L側クッション付
N クッションなし

ストローク(mm)
チューブ内径 ストローク注2 中間ストローク
φ12 1〜450

1mm毎φ16 1〜800
φ20 1〜800
φ25 1〜1000

スイッチ形番
リード線

ストレートタイプ
リード線

L字タイプ
接
点

電圧
表示灯 リード

線AC DC
M0H※ M0V※ 有

接
点

● ● 1色表示式
2線

M5H※ M5V※ ● ● 表示灯なし
M2H※ M2V※

無   

接   

点

● 1色表示式
− M2WV※ ● 2色表示式 2線

M3H※ M3V※ ● 1色表示式
− M3WV※ ● 2色表示式 3線

M3PH※ M3PV※ ● 1色表示式（受注生産） 3線
T2WH※ T2WV※ ●

2色表示式
2線

T2YH※ T2YV※ ●
T3WH※ T3WV※ ●

3線
T3YH※ T3YV※ ●
T2YD※ − ● 2色表示式

交流磁界用 2線
T2YDT※ − ●
※リード線長さ
無記号 1m(標準)

3 3m(オプション)
5 5m(オプション)

スイッチ数
R R側1個付
L L側1個付
D 2個付
T 3個付
4 4個付（4個以上は、スイッチ数を入れる。）

オプション
チューブ内径（φ） 12 16 20 25

A 全ストローク調整両側、ショックキラー付 ● ● ● ●
A1 全ストローク調整R側のみ、ショックキラー付 ● ● ● ●
A2 全ストローク調整L側のみ、ショックキラー付 ● ● ● ●
A3 全ストローク調整金具後付けタイプ ● ● ● ●
H テーブル取付ねじサイズアップ ● ● ●

無記号
ポ
ー
ト
位
置

F（標準） ク
ッ
シ
ョ
ン
ニ
ー
ド
ル
位
置

F（標準） ● ● ● ●
R R（集中ポート） F ● ● ● ●
B F B ● ● ●
T R（集中ポート） B ● ● ●
D D F ●

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

形番選定にあたっての注意事項
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SRG3 Series
形番表示方法

（全ストローク調整金具キットL側付）

（全ストローク調整金具キットR側付）

（全ストローク調整金具キット両側付）

（ショックキラー1個、ショックキラー固定用六角ナット1個）

（ブラケット2ヶ、取付ボルト4本）

（部品構成については1659ページをご参照ください）

（注1）：スイッチ本体＋取付金具一式には、リード線ホルダは含まれていません。リード線ホルダが
必要な場合は別に手配してください。

（注2）：M形スイッチとT形スイッチでは取付金具が異なります。
（注3）：リード線ホルダは、10 個 /1 セットです。

スイッチ形番
（1652ページ ヘ 項）

MHSRL3
● リード線ホルダ（注3）

20LBSRL3
取付金具形番表示方法

A2

A1
A20SRG3

（オプション記号A3に適用します。）
全ストローク調整金具キット形番表示方法

NCK 20

ストローク
（1652ページ ホ 項）

チューブ内径
（1652ページ ロ 項）

20SRL3 200KSRL3

チューブ内径
（1652ページ ロ 項）

消耗部品形番表示方法

スイッチ単品形番表示方法

使用ショックキラー形番

ショックキラー単品形番表示方法

● スイッチ本体のみ

TSRL3
T形スイッチ

MSRL3

● 取付金具一式（注2）
M形スイッチM0HSRL3

● スイッチ本体＋取付金具一式
（SRL3と共通です。）

形番表示 適用機種
NCK-00-0.3-C SRG3-12・16
NCK-00-0.7-C SRG3-20
NCK-00-1.2 SRG3-25

M0HSW

スイッチ形番
（1652ページ ヘ 項）

チューブ内径
（1652ページ ロ 項）

チューブ内径
（1652ページ ロ 項）

取付形式
（1652ページ イ 項）

理論推力表
チューブ内径

(mm)
作動方向

使用圧力   MPa
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

φ12 Push/Pull － 27.7 41.5 55.3 69.1 83.0 96.8
φ16 Push/Pull － 43.2 64.8 86.4 1.08×102 1.30×102 1.51×102

φ20 Push/Pull － 62.9 94.4 1.26×102 1.57×102 1.89×102 2.20×102

φ25 Push/Pull 54.2 1.08×102 1.63×102 2.17×102 2.71×102 3.25×102 3.80×102

（単位：N）
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SRG3 Series

消耗部品リスト

内部構造および部品リスト

注1：ご注文時はキット番号をご指定ください。※はストロークをご指定ください。

注：�シリンダ部の内部構造はスーパーロッドレスシリンダSRL3シリーズと同じです。
1579ページをご参照ください。

チューブ内径
(mm) キット番号 消耗部品番号

φ12相当 SRL3-12K-※

消耗部品は、
スーパーロッドレスシリンダ
SRL3シリーズと同じです。
1579ページをご参照ください。

φ16相当 SRL3-16K-※

φ20相当 SRL3-20K-※

φ25相当 SRL3-25K-※

品番 部品名称 材   質 備   考 品番 部品名称 材   質 備   考
1 六角穴付ボルト 合金鋼 黒染 7 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート
2 高精度ガイド ステンレス鋼 8 接続プレート アルミニウム合金 アルマイト
3 六角穴付ボルト 合金鋼 黒染 9 キー 鋼 黒染
4 ガイドホルダ アルミニウム合金 アルマイト 10 六角穴付ボルト 合金鋼 黒染
5 板ナット（B） 鋼 黒染 11 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート
6 ストッパプレート 鋼 亜鉛クロメート 12 テーブル アルミニウム合金 アルマイト

R側L側

12113 54 72 101 8 96
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SRG3 Series
内部構造および部品リスト

品番 部品名称 材   質 備   考 品番 部品名称 材   質 備   考
1 六角穴付ボルト 合金鋼 黒染 10 ストッパプレート 鋼 亜鉛クロメート
2 高精度ガイド ステンレス鋼 11 接続プレート アルミニウム合金 アルマイト
3 六角穴付ボルト 合金鋼 黒染 12 キー 鋼 黒染
4 ガイドホルダ アルミニウム合金 アルマイト 13 六角穴付ボルト 合金鋼 黒染
5 板ナット（B） 鋼 黒染 14 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート
6 六角ナット 鋼 亜鉛クロメート 15 テーブル アルミニウム合金 アルマイト
7 板ナット 合金鋼 黒染 16 アダプタ（L） 鋼 亜鉛クロメート
8 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート 17 アダプタ（LG） 鋼 亜鉛クロメート
9 アダプタ（R） 鋼 亜鉛クロメート 18 アダプタ（RG） 鋼 亜鉛クロメート

● 全ストローク調整ショックキラー付

内部構造および部品リスト

R側L側

17 161514 13 1812113 54 72 101 8 96
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SRG3 Series

外形寸法図

注：右表も併せてご覧ください。

● シリンダスイッチ付SRG3-※※-※※-※※※-M※H※
（リード線ストレートタイプ）

● 底面配管（オプション記号：D）
底面配管はφ25相当のみとなります。

● シリンダスイッチ付SRG3-※※-※※-※※※-M※V※
（リード線 L字タイプ）

記号
A B CA CB CC DB DC E G HA HB HC J KA L LL LA M P PQ Q TA TB TC

φ12相当 33 10.5 43 32.5 40.5 10 11 8.5 24 6 14 10.5 17.5 59.5 136 139 3 M3深さ5 119 19 M5 81 42 49
φ16相当 37 12 47 35 45 14 12 8.5 27 6 14 12 17.5 66 149 152 3 M3深さ5 132 21 M5 88 48 54.5
φ20相当 44 14 54 40 50 16 16 10.5 31 8.5 18.5 14 22 74 169 171.5 2.5 M4深さ6.5 148 24.5 Rc 1/8 100 60 61.5
φ25相当 53 17 67 50 63.5 20 26 14 40.5 7.5 20 18.9 24 81 190 192 2 M6深さ9 162 — Rc 1/8 122 70 80

チューブ内径（mm）

HC：ニードル位置

R

CKD

MOVMO
V

CK
D

2-Q(プラグ)
2-Q(プラグ)

DC

F B

D

HA
HB
J

HA

HA

HA

HB
J

2-Q

2-Q

TA

(LA)

E
23.5 HD23.5HD

KAE

E E

P＋ストローク

P＋ストローク

L＋ストローク
LL＋ストローク

H
C

G

4-M

4-M

C
C

C

B
C

B
C

A

D
B

TNTM
TC

PPPQ
A

DB

TJ

Y
C

T
K

TH
TD

YA TB
4-TE

YA

TJ

Y
C

TK

TH
TD

YA

YA
TB 4-TE

R側L側

MO
H

CK
D

MO
H

CK
D

35.5
RD

35.5HDPP
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SRG3 Series
複動形

外形寸法図

注：左表も併せてご覧ください。

● フートブラケット付SRG3-LB-※※-※※※

● シリンダスイッチ付SRG3-※※-※※-※※※-T※V（T※W、T※Y）

● シリンダスイッチ付SRG3-※※-※※-※※※-T※H（T※W、T※Y、T2YD）

記号 スイッチ付
HD RD

PA
PB PP

M※ T※Y※ T※W M※ T※Y※ T※W T※Y※ T2YD T※W※ M※V M※H T※YV T※YH T2YD T※WV T※WH
φ12相当 40.5 36 32 60.5 65 69 24.3 35 34 33.5 23 24.5 26 23 28.4 20.7 17.2
φ16相当 47 42 38 67 72 76 26.3 35 34 33.5 25 26.5 28 25 30.4 22.7 19.2
φ20相当 52.5 48 44 72.5 77 81 29.3 35 34 33.5 28 29.5 31 28 33.4 25.7 22.2
φ25相当 60 56 52 82 86 90 34.3 35 34 33.5 33 34.5 36 33 38.4 30.7 27.2

記号
TD TE TH TJ TK TM TN YA YC

フートブラケット付（LB）

SA SB TF U V W X

φ12相当 13 M3深さ5 6.5 8 10 36 13 4      深さ4 5 32 24 8 6 4 148 3.4
φ16相当 15 M3深さ6 7 9.5 10 40 14.5 4      深さ4 5 35 26 8 6 4 161 3.4
φ20相当 18 M4深さ6 8.5 10 15 44 17.5 6      深さ6 7 43 33 10 6 6 181 4.5
φ25相当 20 M5深さ8 12 14.5 15 58 22 6      深さ6 7 52 20 12 9 11 208 7

チューブ内径（mm）

チューブ内径（mm）

+0.07
+0.02

+0.07
+0.02

+0.07
+0.02

+0.07
+0.02

PA

R側L側

3 RDPBHDPP

CKD
T2YH

CKD
T2YH

R側L側

HDPBHDPA
PP

CKD T2YV

CKD
T2YV

R側L側

U V
W＋ストローク

V UTF
C

A

4-φX
SA
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SRG3 Series

外形寸法図：オプション付

外形寸法図

● 全ストローク調整ショックキラー付（SRG3）

● フートブラケット付SRG3-LB1-※※-※※※

記号 フートブラケット付（LB1）
チューブ内径

（mm） Q SA SB TG TY CA U V W X

φ12相当 M5 32 24 6 49 43 6 4 148 3.4
φ16相当 M5 35 26 6 53 47 6 4 161 3.4
φ20相当 Rc1/8 43 33 8 62 54 6 6 181 4.5
φ25相当 Rc1/8 50 20 10 77 67 9 11 208 7

記号
SC SD SE SF

SG SH
SJ SK SL SM SN SP SQ SR ST SU SV

チューブ内径（mm） MAX時 MIN時 調整範囲 外径ねじ 最大吸収エネルギ
（J）

φ12相当 19.5 2.5 42 35 17.5 7.5 10 M8×0.75 3 25 58.5 8.5 12 7 M4 35.5 6 3 36 22.5
φ16相当 18 4 46 39 14.5 4.5 10 M8×0.75 3 25 64.5 10 12 7 M4 40 6 4 40 24.5
φ20相当 22.5 3.5 53 45 14.5 4.5 10 M10×1.0 7 39 72.5 11.5 14 8 M5 48 8 5 44 28.5
φ25相当 20 2.5 65.5 54.5 14.5 4.5 10 M12×1.0 12 50 96.5 11.5 17 10 M6 56 12 10 58 38.5

R側L側

2-QU V
W＋ストローク

V U

TG
C

A
TY

SA

2-Q(プラグ)4-φX SB

R側L側

SN(ナット二面幅)
SM(二面幅)

SH

SP

S
Q S
E

S
F

SV
SV

SR ST

SU
SK

SJSJ

(最大)
SL SC

SG
SDSC

SG L＋ストローク
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SRG3 Series
部品構成表

全ストローク調整金具キット
● 全ストローク調整金具キット両側付

〈φ 12 ～φ 20〉 〈φ 25〉

品番 部品名 数量
1 六角穴付ボルト φ12～φ20：2   φ25：－
2 六角穴付ボルト 4
3 ポリ袋 1
4 パッケージラベル 1
5 ショックキラー 2
6 六角穴付止めねじ 2
7 板ナット 2
8 アダプタナット 2
9 六角ナット 2

10 φ12～φ20：プレート（Ｒ）
φ25：プレート φ12～φ20：1   φ25：2

11 プレート（L） φ12～φ20：1   φ25：－
12 六角ナット 2
13 六角穴付ボルト φ12～φ20：6   φ25：8
14 アダプタ（RG） 1
15 アダプタ（LG） 1
16 六角穴付ボルト φ12～φ20：6   φ25：4
17 アダプタ（Ｒ） 1
18 アダプタ（L） 1

A

（1652ページ ロ 項）
チューブ内径

SRG3 25

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 1011 12 1213 1314 1415 1516 1617 1718 18

2 3 4 5 6 7 8 9
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全ストローク調整金具キット
● 全ストローク調整金具キットR側付

● 全ストローク調整金具キットL側付

SRG3 Series

〈φ 12 ～φ 20〉

〈φ 12 ～φ 20〉

〈φ 25〉

〈φ 25〉

品番 部品名 数量 品番 部品名 数量
1 六角穴付ボルト φ12～φ20：1   φ25：－ 9 六角ナット 1

2 六角穴付ボルト 2 10 φ12～φ20：プレート（Ｒ）
φ25：プレート 1

3 ポリ袋 1 11 六角ナット 1
4 パッケージラベル 1 12 六角穴付ボルト φ12～φ20：3   φ25：4
5 ショックキラー 1 13 アダプタ（RG） 1
6 六角穴付止めねじ 1 14 六角穴付ボルト φ12～φ20：3   φ25：2
7 板ナット 1 15 アダプタ（L） 1
8 アダプタナット 1

品番 部品名 数量 品番 部品名 数量
1 六角穴付ボルト φ12～φ20：1   φ25：－ 9 六角ナット 1

2 六角穴付ボルト 2 10 φ12～φ20：プレート（L）
φ25：プレート 1

3 ポリ袋 1 11 六角ナット 1
4 パッケージラベル 1 12 六角穴付ボルト φ12～φ20：3   φ25：4
5 ショックキラー 1 13 アダプタ（LG） 1
6 六角穴付止めねじ 1 14 六角穴付ボルト φ12～φ20：3   φ25：2
7 板ナット 1 15 アダプタ（R） 1
8 アダプタナット 1

（1652ページ ロ 項）
チューブ内径

A1SRG3 25

（1652ページ ロ 項）
チューブ内径

A2SRG3 25

1 2 23 34 45 56 67 78 89 9

10 1011 1112 1213 1314 1415 15

1 2 23 34 45 56 67 78 89 9

10 1011 1112 1213 1314 1415 15
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部品キット質量表
全ストローク調整キット

SRG3 Series
部品キット質量表

● 全ストローク調整金具キット両側付
キット番号 キット質量（g）
SRG3-12-A 244

SRG3-16-A 261

SRG3-20-A 405

SRG3-25-A 813

● 全ストローク調整金具キットR側付
キット番号 キット質量（g）
SRG3-12-A1 122

SRG3-16-A1 131

SRG3-20-A1 202

SRG3-25-A1 406

● 全ストローク調整金具キットL側付

その他の部品キットはSRL3シリーズと共通です。
SRL3シリーズ1627ページ、1628ページをご覧ください。

キット番号 キット質量（g）
SRG3-12-A2 122

SRG3-16-A2 130

SRG3-20-A2 403

SRG3-25-A2 407
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● 表1の理論推力値から求める場合には
概略の必要推力≧負荷荷重×2

（負荷荷重×2の×2は安全係数として負荷率50％程度とした
場合です）

L 1
1000t × （m/s）V＝

〈取付方向〉
作動の方向   水平、垂直
取付の方向   テーブル上向、テーブル下向

〈負荷質量〉
（搬送物質量＋治具質量）の値です。

1 ．使用圧力（P）	 （MPa）
2 ．負荷質量（M）	 （kg）
3 ．負荷荷重（FL）	 （N）
4 ．取付方向
5 ．ストローク（L）	 （mm）
6 ．移動時間（t）	 （s）
7 ．作動速度（V）	 （m/s）

シリンダの平均作動スピードVの計算式

ステップー11

ステップー2  使用条件の確認2

φ12D＝

（例）   使用圧力   0.5MPa
負荷荷重   5N
※必要推力は5N×2＝10N

表1より使用圧力0.5MPaにて理論推力が10N以上のチューブ内
径を選択するとφ12となります。

ステップー3 概略のシリンダの大きさの選定3

注：表1の値には、推力効率は含まれていません。

単位：N

〈シリンダの理論推力〉

表1 シリンダの理論推力値
チューブ内径
（mm）

受圧面積
（mm2）

使用圧力Mpa
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

φ12相当 138 － 28 41 55 69 83 97
φ16相当 216 － 43 65 86 108 130 151
φ20相当 315 － 63 94 126 157 189 220
φ25相当 542 54 108 163 217 271 325 380

SRG3 シリーズ   機種選定ガイド

SRG3 Series

● シリンダの大きさ（内径）の計算式

図1 SRG3の推力効率の傾向

φ

π・P・a
（mm）4F

D＝

∴D＝

D：シリンダの内径	 （mm）
P：使用圧力	 （MPa）
a：推力効率	 （％）（図1参照）
F：シリンダの理論推力	 （N）

a
100

π
4 ×D2×P×　　  （N）F＝

一般のエアシリンダとは選定条件が異なりますので
選定ガイドによって適正の可否を確認してください。

すでに使用条件、大きさ
（内径）が決定しており、
適正の確認をする場合

YES

NO

ステップー4

新規の機種選定
をする場合

100

90

80

70

0.70.60.50.40.30.20.10
60

SRG3-12,16
SRG3-20,25

推
力

効
率

(％
)

供給圧力(MPa)
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SRG3 Series
機種選定ガイド

シリンダ取付方向、負荷の重心位置により垂直負荷および静的モーメントが作用します。

ステップー4 荷重（W）、各モーメント値の算出4

〈静的モーメント〉

〈垂直負荷〉

水平上向

水平横向

水平下向

垂直方向

取付方向 水平上向 水平下向 水平横向 垂直方向
垂直負荷	 Ｗ ｍ×9.8 −
静
的
モ
ー
メ
ン
ト

Ｍ1 Ｗ×ℓ1 Ｗ×ℓ1 − Ｗ×（ℓ3＋a）

Ｍ2 Ｗ×ℓ2 Ｗ×ℓ2 Ｗ×（ℓ3＋a） −

Ｍ3 − − Ｗ×ℓ1 Ｗ×ℓ2

ｍ	 ：負荷の質量[kg]
ℓ1	：テーブル中心から負荷の重心までのストローク方向の距離[ｍ]
ℓ2	：テーブル中心から負荷の重心までの幅方向の距離[ｍ]
ℓ3	：テーブル上面から負荷の重心までの高さ方向の距離[ｍ]

単位：Ｎ・ｍ
● 負荷により発生するモーメントの種類

aの値
チューブ内径 a（m）

φ25相当 0.033
φ32相当 0.035
φ40相当 0.040
φ63相当 0.050

Z

Z

Z

X

X

X

Y

Y

Y

ｍ

ｍ

Z
X

Y

ｍ
ｍ

ℓ3

ℓ3

ℓ3

ℓ3

ℓ2

ℓ2

ℓ2

ℓ2

ℓ1

ℓ1

ℓ1

ℓ1

横曲げモーメント：Ｍ2

捻りモーメント：Ｍ3

Ｗ

Ｗ

曲げモーメント：Ｍ1

a
m
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〈負荷率の適正範囲〉
● ピストンの速度は負荷率によって異なりますが一般的使用は
次の表4の範囲がのぞましい。

● 負荷率はシリンダの作動速度の安定性・余裕・寿命などの使
用状況を配慮して決定します。

表4 （負荷率の適正範囲一参考値）
使用圧力 MPa 負荷率（％）

0.2〜0.3 α ≦ 40
0.3〜0.6 α ≦ 50
0.6〜0.7 α ≦ 60

ステップー7 負荷率の確認7

〈例〉   使用するシリンダサイズ：φ12相当
必要推力   1.78（N）
使用圧力   0.5（MPa）の場合

＝3.1％
α≦50％なのでOK。

×100α＝
138×0.5×

1.78
82

100

SRG3 Series

FN＝           （N）
FN＝W＋FM1＋FM3＋FL  （N）

2 ．垂直作動時

FL    ：負荷荷重（N）
C1：モーメントM1による摩擦力係数（表3）
C2：モーメントM2による摩擦力係数（表3）
C3：モーメントM3による摩擦力係数（表3）

FW	 ＝W×0.2	 （N）
FM1	＝M1×C1	 （N）
FM2	＝M2×C2	 （N）
FM3	＝M3×C3	 （N）

FN＝FW＋FM1＋FM2＋FM3＋FL   （N）
1 ．水平作動時

● シリンダにかかるモーメントによって摩擦力が異なるため表3
により、各モーメントによる摩擦力を計算します。

〈各モーメントによる摩擦力係数〉

● 各モーメントによる条件を考慮したシリンダの必要推力
（FN）を計算します。

● 合計値が1.0より大きい場合は
1 ．負荷の再検討
2 ．シリンダ内径をより大きいものにする
などの見直しを実施します。

● 各負荷を表2の値で割り、荷重、モーメント率を求め、合計値
が1.0以下であることを確認します。

表2 負荷荷重・モーメントの許容値
項目 垂直荷重

W（N）
曲げモーメント
M1（N・m）

横曲げモーメント
M2（N・m）

捩りモーメント
M3（N・m）チューブ内径（mm）

φ12相当 20 1 0.5 3　
φ16相当 40 2.5 1 5.5
φ20相当 40 2.5 1 5.5
φ25相当 90 6.5 2.5 17　

1/m表3 各モーメントによる摩擦力係数
チューブ内径（mm） C1 C2 C3

φ12相当 8 27 8
φ16相当 7 24 7
φ20相当 6 21 6
φ25相当 5 16 5

ステップー5 荷重、モーメントの合成値の確認5

ステップー6 必要推力の算出6

● 計算式
M3

M3max
≦1.0＋＋＋

Wmax
W M1

M1max
M2

M2max

P	：使用圧力   MPa
μ	：推力効率   図1の値を使用する。

● 	 の値として表1のシリンダの理論推力値を使

用してもよい。

×Ｄ2×Ｐ
π
4

● 負荷率（α）の計算式

Ｄ：シリンダの内径（ｍｍ）

×100   ％α＝
シリンダの推力（F）

必要推力（FN）

×Ｄ2×Ｐ×Ｆ＝ （N）
μ

100
π
4

×Ｄ2＝受圧面積（mm2）
π
4

α≦50

α≧50

…
1.負荷の再検討
2.使用空気圧力を高くする
3.�シリンダ内径をより大きい

ものにする

所定の負荷率にで
きるように条件を
変更する

ステップー2

ステップー8

ステップー2

ステップー6
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SRG3 Series
機種選定ガイド

シリンダ自体の持つクッション能力により、実使用の負荷の運動
による運動エネルギーを吸収できるかどうかを確認します。

● シリンダのクッション機構による運動エネルギー吸収能力の
値はシリンダの内径によって異なります。SRG3は表5の値です。

〈シリンダの許容吸収エネルギー：Ｅ1〉

表5 SRG3の許容吸収エネルギー（E1）
チューブ内径

（mm）
許容吸収エネルギー

（J）
φ12相当 0.03
φ16相当 0.22
φ20相当 0.59
φ25相当 1.40

ステップー8 クッション能力の確認8

〈ピストン運動エネルギー：Ｅ2〉

● ピストン運動エネルギーの計算式

L	：ストローク	（m）
t	 ：作動時間	 （s）
α	：負荷率	 （％）

M：負荷荷重の質量（kg）
Va：ピストンのクッション突入速度（m/s）

×M×Va2（J）E2＝
2
1

×（1＋1.5×       ）Va＝
t
L

100
α

E1＞E2

E1＜E2

1.�外部に緩衝装置（ショ
ックキラー）を設置

2.作動速度を下げる

ステップー8

ステップー9
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SRG3 Series

● ピストンの作動によって負荷から作用する慣性力がシリンダ
の持つ能力範囲内であるかどうかを確認します。

ステップー9 慣性負荷の確認9

（1）クッション部への突入速度（Va）と図2のSRG3の慣性力
係数の傾向より、Ｇ係数を求めます。
クッション部への突入速度（Va）はステップ―8 で計算
した値です。

Va：ピストンのクッション突入速度（m/s）

L	：ストローク	 (mm)
t	 ：作動時間	 (S)
α	：負荷率	 (％)

×（1＋1.5× ）Va＝
α

100
L
t

図2 SRG3の慣性力係数の傾向

（2）�慣性力による曲げモーメント（M1i）と捩りモーメント（M3i）
を求めます。

慣性力によるモーメントは取付方向にかかわらず上記計算になります。

取付方向 水平上向 水平下向 垂直方向 水平横向
動
的
モ
ー
メ
ン
ト

Ｍ1i Ｗ×（ℓ3＋a）×Ｇ

Ｍ2i 動的モーメントＭ2iは発生しません

Ｍ3i Ｗ×ℓ2×Ｇ

単位：Ｎ・ｍ

（3）�静負荷によるモーメント（M1とM3）と慣性力によるモーメン
ト（M1iとM3i）を加えて合成値が表2の値以下であることを確
認します。

M1＋M1i≦M1max
M3＋M3i≦M3max

M1max、M3maxは表2の値

40

30

20

10

200015001000500

G

速度(mm/s)

慣
性
力
係
数 

M3＋M3i≦  表2の値

M1＋M1i≦  表2の値

OK
NO

OK

ステップー2
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SRG3 Series
技術資料

● SRG3-25

● SRG3-20

● SRG3-16

● SRG3-25

注：�本製品は上記のテーブルの変位とは別に、無負荷状態でテーブル
に高低差の傾きがあります。（下表参照）

● SRG3-16

● SRG3-12

● SRG3-12

● SRG3-20

シリンダチューブのたわみ量δ1 （シリンダの中心から70mmの位置での振れ）テーブルの振れ2

高低差（参考値）
チューブ

内径
高低差

（MAX）
φ12 0.9mm
φ16 1.0mm
φ20 1.1mm
φ25 1.5mm

W

δ

W=5N
W=10N

W=20N

ストローク（mm）

0.1

0.08

0.06

0.04

0.02

4003002001000

た
わ

み
量

（
m

m
）

た
わ

み
量

（
m

m
）

ストローク（mm）

0.3

0.2

0.1

8007006005004003002001000

W=10N

W=20N

W=40N

た
わ

み
量

（
m

m
）

ストローク（mm）

0.2

0.1

8007006005004003002001000

W=10N

W=20N

W=40N

ストローク（mm）

0.2

0.1

10008006004002000

た
わ

み
量

（
m

m
）

W=30N

高
低

差
高

低
差

W=60N

W=90N

曲げモーメント（N・m）

0.4

0.3

0.2

0.1

0.50.40.30.20.10

振
れ

量
（

m
m

）

M1

M3

M2

曲げモーメント（N・m）

0.6

0.4

0.2

1.00.80.60.40.20

振
れ

量
（

m
m

）
M1
M3

M2

曲げモーメント（N・m）

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

1.00.80.60.40.20

振
れ

量
（

m
m

）

M1
M3

M2

曲げモーメント（N・m）

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

2.52.01.51.00.50

振
れ

量
（

m
m

）

M1

M3

M2
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SRG3 Series

図3 衝突物相当質量の許容値

（1）ショックキラーの許容衝突エネルギーの確認
下表の計算式により、衝突物相当質量 Me、及び衝突エネルギー
Eを算出し、Me及びEが図3の許容値以下であることを確認して
ください。また、繰返し頻度、衝突速度等の仕様も表6により許
容値以下であることを確認してください。
なお、衝突速度の大きさにより、衝突物相当質量Me及び衝突エ
ネルギーEの許容値が異なりますので、注意してください。

● 記号
E	 ：衝突エネルギー（J）
Me	：衝突物相当質量（kg）
m	 ：ワークの質量（kg）
F	 ：シリンダ推力（N）
V	 ：衝突速度（m/s）
St	：ショックキラーのストローク（m）
g	 ：重力加速度   9.8（m/s2）

全ストローク調整ユニットの確認方法3

水平移動 垂直下降 垂直上昇

使用例

衝突物
相当質量
Me（kg）

エネルギー
E

（J）

Me＝m＋
2F・St

V2 Me＝m＋
2・St（F＋mg）

V2 Me＝m＋
2・St（F−mg）

V2

E＝       ＋F・StmV2

2 E＝       ＋（F＋mg）・StmV2

2 E＝       ＋（F−mg）・StmV2

2

m

V

m V

NCK-0.3
NCK-0.7
NCK-1.2

Vp-Me特性（衝突速度ー
衝突物相当質量）

Vp   衝突速度（m/s）

104

103

102

10

1
310.10.05

Me

（kg）

衝
突
物
相
当
質
量

m V
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SRG3 Series
技術資料

水平方向の運動エネルギー（E1）

表6の最大吸収エネルギーの1/2以下であり、運動エネル
ギー（E1）は吸収可能

図4よりV＝0.5（m/s）時のSRG3-20用のショックキラーの
Me値は18kgであり1.53＜18となり吸収可能

SRG3-20に使用しているショックキラーのMeは図4より
V＝0.7m/s時   Me値は16kgであり吸収可能

表6   仕様

SRG3-20に使用しているショックキラーのMeは図4より
V＝0.5（m/s）時18（kg）であり、吸収可能

表6の最大吸収エネルギーの1/2以下であり、運動エネルギー
（E1）は吸収可能

表6の最大吸収エネルギーの1/2以下であり、運動エネルギー
（E1）は吸収可能

2 下降時の運動エネルギー（E1）

1 上昇時の運動エネルギー（E1）

（3）計算事例（SRG3-20の場合）

（2）ショックキラー

● 計算例（2）水平時
使用条件

負荷質量M   1.5（kg）
衝突速度
水平方向   0.5（m/s）
使用圧力   0.3（MPa）

（94N）

● 計算例（1）上昇時、下降時
使用条件

● 負荷荷重M    1（kg）
● 衝突速度

上昇時   0.5（m/s）
下降時   0.7（m/s）

● 使用圧力   0.5（MPa）
（157N）

形式 SRG3-12・16用 SRG3-20用 SRG3-25用
ショックキラー形番

NCK-00-0.3-C NCK-00-0.7-C NCK-00-1.2
項目
形式・分類 アジャスタなし   スプリング復帰形
最大吸収エネルギー	 J 3 7 12
ストローク	 mm 6 8 10

時間当りの
最大吸収エネルギー	 kJ/時 6.3 12.6 21.6

最大衝突速度	 m/s 1.5 2.0
最大繰返し頻度	 回/min 35 30
周囲温度	 ℃ −10〜80
架台必要強度	 N 3540 6150 8400
リターン時間	 S 0.3以下
製品質量	 kg 0.012 0.02 0.04

リターン
スプリングカ

伸長時	 N 2.9 2.0 2.9
圧縮時	 N 4.5 4.3 5.9

＝1.30（J）

＋（157−1×9.8）×0.008E1＝
1×0.52

2

＝10.42（kg）

Me＝1＋
2×0.008（157−1×9.8）

0.52

＝1.58（J）

＋（157＋1×9.8）×0.008E1＝
1×0.72

2

＝6.45（kg）

Me＝1＋2×0.008（157＋1×9.8）
0.72

＝0.94（J）

＋94×0.08E1＝
1.5×0.52

2

＝1.53（kg）

Me＝1.5＋
2×94×0.008

0.52

（注）慣性負荷に関しては     ステップー9慣性負荷の確認を
参照し、許容値を超えないようにしてください。

9

m=1kg

0.5m/s
0.7m/s

v=0.5m/s

m=1.5kg
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■ 中間停止制御回路を設計する時にご注意ください。
SRL3 に代表されるスリット方式のロッドレスシリンダは、
構造上エアーの外部漏れが若干ありますので、オールポートブ
ロックの3位置弁による中間停止制御では、テーブルの停止位
置が保持できなくなる不具合が発生します。したがってPAB
接続の3位置弁を用いた両側加圧制御回路をご使用ください。
但し、一度圧力降下した後での再起動時に非通電状態でエ
アー加圧すると、テーブルが移動し原点から外れる場合があ
りますのでご注意ください。

■ 基本回路図
● 水平荷重の場合

図 1 のように配管しますと停止時にピストンの両側に等圧
がかかり、再始動時にテーブルの飛び出しを防止します。

● 垂直荷重の場合
● 図 2 のように垂直荷重が働く場合は、荷重方向にテーブル
が移動しますので、チェック弁付減圧弁を上側に取付け、荷
重方向の推力を小さくして荷重バランスをとってください。

■ SRL3に代表されるスリット方式のロッドレスシリ
ンダは、構造上速度制御に影響しないレベルのエ
アー外部漏れがあります。

■ シリンダチューブ内部に負圧が生じないようご注意
ください。エアバランサーとしてのご利用やオール
ポートブロックした状態で、テーブルを外力、慣性
力等で駆動させるとシリンダ内に負圧が生じてシー
ルベルトが離脱し、エア漏れが生じる場合がありま
す。外力、慣性力等で駆動させてシリンダ内に負圧
が生じないようにご注意ください。

■ ストローク調整ユニットの調整方法

（1）ストローク調整ユニットの移動
● アダプタ固定ボルト及びストローク調整プレート固定ボル

トを緩めることにより、ストローク調整ユニットを移動さ
せることができます。

（2）ストローク調整ユニットの固定
● ストローク調整ユニットを任意の位置へ移動後、アダプタ

固定ボルト及びストローク調整プレート固定ボルトを表 1
の値で締め付け固定してください。下表の値以下で締め付
けるとストローク調整ユニットがずれる可能性があります
のでご注意ください。

（3）ストッパボルトによるストローク調整
● φ12～φ20はテーブルとストローク調整プレートとの間

隔が少なく調整時、指をはさむ可能性があるため、ストロー
ク調整は、基本的には、ストローク調整ユニットの移動に
より、行ってください。
ストッパボルト固定ナットを緩め、ストッパボルトを回し
て、ストロークを調整してください。
ストローク調整後、ストッパボルト固定ナットを表 2 の値
で締め付け固定してください。

注意

空気圧機器

本製品を安全にご使用いただくために
ご使用になる前に必ずお読みください。
シリンダ一般については巻頭73ページを、シリンダスイッチについては巻頭80ページをご確認ください。

表1  アダプタ固定ボルト、ストローク調整プレート固定ボルトの締め付けトルク

締め付けトルク アダプタ固定ボルト
（N・m）

ストローク調整プレート
固定ボルト
（N・m）機   種

SRG3-12・16 1.0〜1.2 0.5〜0.7
SRG3-20 2.5〜2.7
SRG3-25 5.2〜5.6 2.5〜2.7

締め付けトルク ストッパボルト固定ナット
（N・m）

ショックキラー固定ナット
（N・m）機   種

SRG3-12・16 1.1〜1.2 1.3〜1.8
SRG3-20 2.5〜2.7 2.9〜3.9
SRG3-25 8.8〜9.5 4.5〜6.0

表2  ストッパボルト固定ナット、ショックキラー固定ナットの締め付けトルク

個別注意事項：高精度ガイド付スーパーロッドレスシリンダ   SRG3 シリーズ

取付・据付・調整時

1. 共通

警告

図2

アダプタ

ストッパボルト
ストッパボルト
固定ナット

アダプタ
固定ボルト

ストローク調整プレート

ストローク調整プレート
固定ボルト

ショックキラー
固定ナット
ショックキラー
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（4）ショックキラーの調整
● 標準ショックキラー付の場合

ショックキラーの吸収エネルギーはショックキラーの
作動ストロークを変えることにより調整します。
ショックキラーの作動ストロークの調整は、ショック
キラー固定ナットを緩め、ショックキラーを回して調
整してください。調整後、ショックキラー固定ナット
を表2 の値で締め付け、固定してください。
なお、ショックキラーとストッパボルトとの間隔が狭
いため、ストローク調整プレートを取り外して調整す
ることをお勧めします。

（5）使用時の注意事項
● ショックキラーは定格のストロークをもって、定格のエネ

ルギーを吸収しますが、製品出荷時のショックキラー取付
位置はシリンダストロークエンドにおいてショックキラー
のストロークに若干の余裕を残した設定にしてあります。
故に、吸収エネルギーはショックキラー単品での許容吸収
エネルギーより小さい値となりますので、定格の吸収エネ
ルギーが必要な場合には、ショックキラーの全ストローク
を利用できるように調整して使用してください。但し、必
ずストッパボルトでテーブルが止まるように調整してく
ださい。シリンダストロークエンドでもショックキラー
にシリンダ推力が加わり続けるような設定は、ショック
キラーが破損する可能性が在ります。

● 吸収エネルギーは衝突速度により異なりますので衝突速度
が1000mm/s の時は、表３の最大吸収エネルギーの
1/2 を超えないようにしてください。

■ ロッドレスシリンダ設置後の電気溶接は、避けてく
ださい。
電流がシリンダに流れ防塵ベルトとシリンダチューブとの間
にスパークが発生し、防塵ベルトが破損します。

■ 過大な慣性のあるユニット等を作動させると、シリ
ンダ本体の損傷、作動不良を発生させますので、必
ず許容範囲内で使用してください。

■ テーブルには、強い衝撃や過大なモーメントを与え
ないでください。

■ 外部に案内機構を持つ負荷との接続には、十分な芯
出しをしてください。
● ストロークが長くなる程、軸芯の変化量が大きくなります

ので、ズレ量を吸収出来るよう、接続方法（フローティン
グ）を考慮してご使用してください。

■ 負荷の移動や、停止時に発生する慣性力を含めた
モーメントが許容負荷を超えないようにしてくださ
い。この値を超えますと破損します。

（オーバーハングが大きい時）
● オーバーハングが大きくピストンで両端ストップさせる場

合、内部クッションの吸収エネルギー以下の範囲であって
も負荷の慣性力で曲げのモーメントが作用します。
運動エネルギーが大きく、外部クッションなどを用いる場
合は、極力ワーク重心に当てる様にしてください。

（外部ストッパを使用する時）
● 外部ストッパを使用した時、シリンダ推力による曲げモー

メントも考慮に入れて選定ください。

■ 集中ポート配管利用
● 集中ポート（オプション記号 R 及び T）に使用する配管継

手には制限がありますので表4を参照し、ご使用ください。

● 取付形式が軸方向フート形（LB1）でオプション記号 R 及
び T の場合は、配管継手と軸方向フート固定用ボルトが干
渉しますので、配管継手を組付ける前にシリンダ本体を固
定（軸方向フート固定用ボルトを締付）してください。

（配管継手を先に組付けると、配管継手が干渉するため、軸
方向フート固定用ボルトを締付できなくなります。）

（注）全ストローク調整付に
附属しているショック
キラーの説明です。

表3  全ストローク調整ショックキラー仕様（初期設定値）

形式 吸収エネルギー（J） 有効ストローク（mm）
SRG3-12・16用 2.4 5.5
SRG3-20用 5.7 7
SRG3-25用 10 8

M1=F・

F：シリンダ推力
	 ：シリンダ中心から
	 ストッパまでの距離

表4
取付形式 使用できる継手外径  φC
チューブ内径（mm） 00 LB LB1

φ12相当 11以下
集中ポート配管

使用不可

11以下
φ16相当 12以下 12以下
φ20相当 16以下 16以下
φ25相当 26以下 26以下

図1

図2

SRG3 Series
個別注意事項

ショックキラーの
ストロークに若干
余裕有り

シリンダストローク
エンド

先端ロッドがショック
キラー本体にくっつく
位置までショックキラ 
ーの位置を調整する

シリンダストローク
エンド

F

DC
軸方向フート固定用ボルト

φC
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■ 配管ポート位置と作動方向について

チューブ内径φ 12～φ 20 相当
● オプション記号（無記号、R、B、T）の場合

○R はR側加圧ポートを示し、○L はL側加圧ポートを示しま
す。工場出荷時には○Ro  ○Lo 各1ヶ所以外のポートはプラグに
よりシールされています。他のポートへの配管は、プラグ
をはずせば、可能です。
オプション記号（D）は製作できません。

チューブ内径φ 25
● オプション記号（無記号、R、B、T）の場合

○R はR側加圧ポートを示し、○L はL側加圧ポートを示しま
す。工場出荷時には○Ro  ○Lo 各1ヶ所以外のポートはプラグによ
りシールされています。他のポートへの配管は、プラグをは
ずせば、可能です。ただし、底面配管はできません。底面配
管が必要な場合はオプション（D）を選択してください。

● オプション（D）の場合（底面配管）

○R はR側加圧ポートを示し、○L はL側加圧ポートを示しま
す。○R2  ○L2 以外にはポートがないため、配管できません。

■ 本体（チューブ）取付面及びエンドプレート面には
平面度を阻害するような打こん、キズなどを付けな
いようにしてください。

■ 中間停止制御回路を設計する時にご注意ください。
SRL3に代表されるスリット方式のロッドレスシリンダは、
構造上エアーの外部漏れが若干ありますので、オールポート
ブロックの3位置弁による中間停止制御では、テーブルの停
止位置が保持できなくなる不具合が発生します。したがって
PAB接続の3位置弁を用いた両側加圧制御回路をご使用くだ
さい。
但し、一度圧力降下した後での再起動時に非通電状態でエ
アー加圧すると、テーブルが移動し原点から外れる場合があ
りますのでご注意ください。

■ 基本回路図
● 水平荷重の場合

図1のように配管しますと停止時にピストンの両側に同圧
がかかり、再始動時にテーブルの飛び出しを防止します。

● 垂直荷重の場合
図2 のように垂直荷重が働く場合は、荷重方向にテーブル
が移動しますので、チェック弁付減圧弁を上側に取付け、
荷重方向の推力を小さくして荷重バランスをとってくださ
い。

■ 切削油・クーラント液・オイルミスト等が、直接シ
リンダにかかる場所での使用はできません。
シリンダの設置上避けられない場合には、必ずシリンダにカ
バー等を設けて保護してください。

■ 切粉・粉塵・塵埃・スパッタ等の異物が直接シリン
ダにかかる場合や飛来する環境での使用はできませ
ん。
シリンダの設置上避けられない場合には、カバー等を設けて
保護できるようにしてください。また、このような環境で使
用する場合には、必ずご相談ください。

■ 弊社のショックキラーは消耗部品として取り扱って
ください。
エネルギー吸収能力の低下がみられた場合や、作動が円滑で
はなくなった時には交換をしてください。

注意

SRG3 Series
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